
埼玉県立越谷西高等学校

参加の強制はしない

三密（密閉・密集・密接）を避けるためにの対策

飛沫・接触による感染のための対策

共有物に対する対策

そ

の

他

各個人の活動は週３日とする。

三密防止のため、一度に同じ活動をする選手を２０名程度とし、外周・プール下・校舎

内・グラウンド等、広い活動場所を確保する。

個人ボトルを各自で持ち帰り、洗濯・洗浄を行う。

マネージャーは原則、常時マスク・手袋を着用する。

体調チェックを徹底し、不調の者は参加させない。

職員玄関下の水道に石鹸を設置し、手洗いを徹底する。

移動時はマスクの着用を徹底する。

対策

リカバリー期間を十分に確保し、ケガの予防に努める。

当面は身体接触を伴うトレーニングを避け、段階的に移行していく。

トレーニング中以外はマスクを着用する。

身体接触を伴うトレーニングの際は、飛沫防止対策を行う。

個人用のボトルを部で購入し、飲料水の共有はしない。補水や氷の補充はマネージャーが

手袋着用の下行う。

ビブスやタオルの共有は行わない。

体調チェックの徹底。

職員玄関下の水道に石鹸を設置し、手洗いを徹底させ、更衣後速やかに帰宅させる。

選手：三密防止のため、部室の使用をせず特定のＨＲ教室を使用。グラウンドでの更衣も

可能とする。

マネージャー：特定の教室を使用。
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顧問

新型コロナ対策　部活動指導計画表

サッカー 部

島田景、廣瀬一成、中谷勇志朗、吉田学


